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集めるための OFDM 信号に基づく情報交換手法(Orthogonal Frequency using Sensing Information 
Gathering Method : OF-SIG Method)について提案を行った。本論文ではこれを受け、OF-SIG 手法を
用いた場合、プライマリシステムの周波数帯を用いたセンシング情報伝送を前提とした電力制御
を行い、プライマリシステムの要求 SIR を満たす送信電力決定の評価を行う。セカンダリユーザ
がセンシング情報を伝送する際に自身が行ったセンシング(単独センシング)結果を基にセンシン
グ情報をマスターノードへ伝送するか否かを判断するものとする。 
 周辺のセカンダリノードは各セカンダリノードで検出されたプライマリユーザの受信電力をも
とに狭帯域信号のサブキャリア番号を選択し、選択したサブキャリア番号を用いて必要な情報を
マスターノードへ送信する。狭帯域信号を受信したマスターノードでは、サブキャリア番号をも
とに一括して各端末の検出受信電力を判断することができる。本論文では、提案手法である
OF-SIG 手法を用いることにより、パケットによる情報伝送よりも電力制御により協調センシング
範囲を拡大することができること、また単独センシングの結果を情報伝送の判断に用いた時の送
信電力決定アルゴリズムについて示す。 
 
